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〒950―0813　新潟市東区大形本町 2 ― 3 ―28 （自宅）
図 １ ：木本の新芽や若葉を山菜とする地域（●）















を食する地域は、図 3 ― 1 に示した通りであって、全国
的ではあるものの西日本に多い傾向が認められる。ほと
んど総ての地域において木の芽の利用が優先しているが、







































































として喜ばれている。実の皮の方は、図 5 ― 2 に示すよ
うに、東日本の日本海側で漬け物・干物・すし・味噌焼
き・和え物などの料理として食されている。実は秋のも




































































分布は図 7 ― 3 にオーバーラップしていて全国的である。
次に多いのが図 8 ― 1 に示した「やまいも」であって東
北日本で少ない。図 7 ― 1 から分かるように、山菜とし
てのヤマノイモは九州に多いが、九州ではほとんどが「や
まいも」と呼んでいる。図 8 ― 2 に示した「じねんじょ」
は図 8 ― 1 の「やまいも」に似た分布を示しているが、
その数は少ない。図 8 ― 3 の「とろろいも」は東日本に









図 9 ― 1 から認められる。なお、「とろろ」で検索すると、
ウワバミソウの“みずとろろ”、ワカメの“めかぶとろろ”、
昆布の“とろろこんぶ”が検出される。蕎麦切りのつな
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まとめ
　聞き書・日本の食生活全集の記述内容をデータとして、
木本植物の山菜としての地域性、ヤマノイモ科植物につ
いての地域性を検討した。
1 ）山里の木本植物を、いわゆる“木の芽”としての食
用にすることは頻度が高く全国的であった。
2 ）木の芽として利用される木本植物の種類は草本植物
よりも少ない。主なものはサンショウとタラノキで
あって全国的に広く食されているが、前者はやや西
日本に多く、後者はやや東日本に多い傾向が認めら
れる。次がウコギとクサギ、リョウブであり、前者
は主に東日本で、後 2 者は西日本で利用されている。
3 ）アケビは木の芽としての利用はあるもののその数少
なく、果実としての利用がほとんどである。しかし、
果実の皮を加工・調理して食することが東北日本の
日本海側で認められる。
3 ）山菜としてのヤマノイモは全国的に食されているが、
西日本に偏り、特に九州において頻度が高かった。
４ ）ヤマノイモ科のいもの名称として、「ながいも」と「や
まいも」がポピュラーであるが、「じねんじょ」は
西日本に、「とろろいも」は東日本に偏在している
ことが認められた。
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